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茨城県立医療大学付属病院「医療型短期入所事業」利用契約書 

 

        （以下「利用者」という。）と茨城県立医療大学付属病院（以下「病

院」という。）は、利用者が病院の提供する医療型短期入所（以下「短期入所」とい

う。）を受け、それに対する利用料金を病院に支払うことについて、次のとおり契約を

締結します。 

 

（概要） 

第１条 病院は、この契約の履行にあたっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常

に利用者の立場に立った短期入所を提供します。 

 

２ 利用者は、病院に対し、提供される短期入所に対する費用負担の支払いを誠実に

行います。 

 

 （契約期間・更新） 

第２条 この契約の有効期間は、令和 年  月  日から令和  年  月  日

までとします。契約開始は契約年月日とし、契約終了は障害福祉サービス支給決定期

間の満了年月日とします。契約の満了時において、利用者及び病院双方に異議がなけ

れば、自動更新し、更に１年間延長することができるものとします。 

 

 （短期入所の提供・内容） 

第３条 病院は、別紙「重要事項説明書」に基づいて、短期入所を提供します。 

 

 （利用料） 

第４条 利用者は、前条に定めるサービスの提供に対して、市町村が定める定率負担

額及び重要事項説明書に定める所定の利用者負担額を病院に支払います。ただし、介

護給付費については、病院が利用者を代理して市町村から受領します。 

 

２ 病院は翌月２０日までに、前月分の利用料の請求書を利用者に交付します。 

 

３ 利用者は、病院に対し、前項の請求書に基づき、指定された納期限（請求書発行

日の２０日後）までに前月の利用料等を支払います。 

 

４ 病院は、利用者からの利用料等の支払いを受けたときは、利用者に対し、領収書

を領収月翌月に発行します。 

 

 （延滞金） 

第５条 病院は、利用者が前条第３項の利用料を支払期限までに支払わなかった場合

には、その利用料の延滞金を徴収することとします。 

 

２ 前項の延滞金による利息の利率については、茨城県財務規則第 162 条第１項に規定

する率とします。 
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（病院の基本的義務） 

第６条 病院は、利用者に対し、利用者の身辺自立と生活の質を高める観点から、で

きる限り居宅に近い環境を確保しつつ、必要な短期入所を適切に提供します。 

 

 （病院の具体的義務） 

第７条 病院は、短期入所の提供にあたっては、利用者の生命・身体・財産の安全の

確保に努めます。 

 

（安全配慮義務） 

２ 病院は、この契約の内容について、利用者からの質問・意見等に対して、懇切丁

寧に説明します。 

 

（秘密・個人情報の守秘義務） 

３ 病院は、この契約による短期入所を提供するにあたり、病院が知り得た利用者及

び家族等の秘密や個人情報について、正当な理由がなければ、第三者に開示すること

はしません。 

 

（身体拘束の禁止・虐待防止） 

４ 病院は、利用者及び他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得な

い場合を除いて、利用者の身体的拘束その他利用者等の行動を制限することはしませ

ん。また、常に、利用者の人格を尊重する観点に立ち、利用者への虐待防止に必要な

措置を講じます。 

 

（記録の整備・保存・閲覧） 

５ 病院は、短期入所の提供に関する記録を整備し、短期入所の提供の日から５年間

保存します。利用者は、病院の窓口業務時間において、利用者自身の記録を閲覧し、

実費を負担して謄写することができます。 

 

 （個人情報使用同意） 

第８条 病院は、短期入所を円滑に実施するために行う会議、行政機関との連絡調整

等において必要な場合、目的の範囲内で最小限必要な利用者及びその家族の個人に関

する情報を使用します。 

 

 ２ 利用者は、病院が目的の範囲内で最小限必要な利用者及びその家族の個人に関

する情報を使用する事に同意するものとします。 

 

 （事故発生時の対応と損害補償） 

第９条 病院は、利用者に対する短期入所の提供にあたって事故が発生した場合は、

速やかに関係地方自治体・利用者の家族等に連絡して、必要な措置を講じます。 

 

２ 病院は、前項の場合において、病院の過失により利用者に損害を与えた場合には、

速やかに利用者の損害を賠償します。ただし、病院が十分に注意したにもかかわらず

生じた損害については、この限りではありません。 
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 （契約の終了） 

第１０条 この契約は、次の各号に該当する場合に終了します。 

 一 利用者が死亡したとき 

 二 やむを得ない事由により病院を閉鎖したとき 

 三 病院の重大な毀損により、短期入所の提供が不可能になったとき 

 四 病院が指定障害福祉サービス事業者の指定を取り消されたとき又は指定を辞退

したとき 

 五 第１１条から第１３条の規定に基づき、この契約が解約又は解除されたとき 

 六 第２条の契約期間が満了したとき 

 

 （利用者からの解約） 

第１１条 利用者は、この契約の有効期間中、契約を解約することができます。 

 

２ 前項の解約は、６０日前までに病院に通知するものとします。 

 

３ 利用者が、前項の通知を行わずに病院から退去した場合には、事業者が利用者の

解約の意思を知った日をもって、この契約は解除されたものとします。 

 

 （利用者からの契約解除） 

第１２条 利用者は、病院が次の各号に該当する行為を行った場合には、ただちにこ

の契約を解除することができます。 

 一 病院が正当な理由がなく、この契約に定める第３条の規定に基づく短期入所を

実施しないとき 

 二 病院が第７条第１項から第５項に規定する義務に違反したとき 

 三 病院が故意又は過失によって、利用者の生命・身体・財産・信頼を損なうなど

により、この契約を継続しがたい重大な事情が認められるとき 

 四 他の利用者が利用者の生命・身体・財産・信頼を損なう場合又は損なうおそれ

がある場合に、病院が適切な対応を行わないとき 

 

 （病院からの契約解除） 

第１３条 病院は、利用者が次の各号に該当する場合には、この契約を解除すること

ができます。 

 一 利用者が、第４条に規定する短期入所の利用料の支払いを２ヶ月以上遅延し、

相当の期間を定めて催告をしたにもかかわらず支払わないとき 

 二 利用者が、他の利用者の生命・身体・財産・信頼を損なうことによって、この

契約を継続しがたい重大な事情を生じさせ、その状況の改善が見込めないとき 

 三 利用者が、故意又は重大な過失により、病院の財産・信頼を損なうことによっ

て、この契約を継続しがたい重大な事情を生じさせ、その状況の改善が見込めない

とき 

 

 （苦情解決） 

第１４条 利用者は、この契約に基づく短期入所の提供に関して、いつでも重要事項
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説明書に記載されている苦情受付窓口に、苦情を申し立てることができます。 

 

２ 利用者は、重要事項説明書に記載された茨城県社会福祉協議会に設置されている

運営適正化委員会に苦情を申し立てることができます。 

 

３ 病院は、利用者が苦情を申し立てたことを理由に、利用者に対して一切の不利益

を与えることはしません。 

 

 （身元引受人） 

第１５条 病院は、利用者に対し、身元引受人を求めます。 

 

２ 利用者は、次の各号の責任を負います。 

 一 利用者が疾病等により他の医療機関に入院する場合、転院手続きが円滑に進行

するように病院に協力すること 

 二 契約の解除又は契約の終了の場合、病院と連携して利用者の状態に見合った適

切な受入れ先確保に努めること 

 三 利用者が死亡した場合の遺体の引取り、遺留金品の処理等を行うこと 

 

 （契約に定めのない事項） 

第１６条 この契約に定められていない事項について、疑義が発生したときは、病院

は、障害者総合支援法その他諸法令の定めるところを尊重し、利用者と誠意をもって

協議します。 

 

上記の契約の成立を証するために、本書を２通作成し、利用者、病院が記名、捺印の

うえ、おのおのがその１通を所持するものとします。 

 

令和   年   月   日 

 

利 用 者 住 所 〒         

                            

利 用 者 氏 名             印 

 

保護者住所 〒         

                      

保護者氏名             印 

  

 

             病院住所  茨城県稲敷郡阿見町阿見４７３３ 

 

             名  称  茨城県立医療大学付属病院 

 

             院  長  中島 光太郎   印 


